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木材の 試験 方法 

Methods of test for woods 

1. 錄則 

1.1 適用 箱 囲 この 規格 は， 木材の 標準 試験 体に よる 試験 方法に ついて 規定す る。 
備考 1. この 規格の 引用 規格 は， 付表 1 に 示す。 

2. この 規格の 中で { } をつ けて 示して ある 単位 及び 数値 は， 従来 単位に よる ものであって， 
参考 値で ある。 

1.2 試験 項目 この 規格に 規定す る 試験 項目 は， 次のと おりと する。 

(1) 平均 年輪 幅， 含水 率 及び 密度の 測定 

(2) 収縮 率 試験 

(3) 吸水 量 試験 

(4) 吸湿性 試験 

(5) 圧縮 試験 

(6) 引 張 試験 

(7) 曲げ 試験 

(8) せん 断 試験 

(9) 割 裂 試験 

(10) 衝撃 曲げ 試験 

(11) 硬さ 試験 

(12) ク リ ープ 試験 

(13) くぎ 引抜き 抵抗 試験 

(14) 摩耗 試験 

(15) 耐朽性 試験 

(16) 着 炎 性 試験 

2. 試験の 一般 条件 

2.1 試験 理 境の 種類 試験 環境の 種類 は， 標準 状態と 気 乾 状態と に 区分す る。 

(1) 樓 準状據 の試联 

(1.1) 試験 体の 胡 整 試験 体 は, JISZ8703 に 規定す る 標準 温 湿度 状態 3 類 [？显 度 20±2 で, 湿度 （65±5)%] 
の 条件の 下で， 含水 率が 平衡 状態 [(12±1.5)0/0] に 達する まで 調整 を 行う。 

(1.2) 試験 環境と 試験 含水 率 試験 環境 は， JISZ 8703 に 規定す る 標準 温 湿度 状態 3 類の 室内と し， 含水 
率が （12± 1.5)0/0 の 試験 体に ついて 行う。 

(2) 気 乾 状 ffi の試联 
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(2.1) 試験 体の 調整 及び 試験 at* 試験 体の 調整 及び 試験の 環境 は， 温度が 15〜25で， 湿度が 60〜80% の 

範囲と する。 

(2.2) 試験 体の 含水 率 試験 体の 含水 率 は， 11〜17% とする。 

2.2 試料の 探 取 及び 試験 体の 作製 試料の 採取 及び 試験 体の 作製 は， 次のと おりと する。 

(1) 試料 は， ロットから その ロットの 性質 を 代表す るよう に 採取され なければ ならない。 

(2) ロットが 丸太 又は 製材 品の 場合 は， ずい （髄） 周辺と 辺材 外周 部 以外のと ころから 試料 を 切り出す。 
試料に は， あて ♦ 腐れ *節' もめ • きず ♦ 割れ *ぜ い （脆） 心材な どの 欠点が 含まれな いように する。 

(3) 試料 を 乾燥す る 場合， 乾燥 温度 は 60で 以下と する。 乾燥 後， できるだけ 正確な 板目 又は まさ （征） 目 
に 木 取り した 試験 体 を 作成す る。 

(4) 試験 体の 年輪 幅 は ほぼ 等しく， 木理の 正常な もので なければ ならない。 

また， 必要に応じて 心材と 辺材に 区分す る。 
2.3 試験 体の 数 試験 体の 数 は， 各 試験 ごとに 2.2 で 規定した 試験 体に つき， 原則として 12 個 以上と す 
る。 

2.4 試 接 体の 寸法 測定 精度 試験 体の 寸法 測定 精度 は， 0.5% 以上と する。 

2.5 結果の 計算 試験 結果の 平均値， 標準偏差 及び 変動 係数 は， 次の 式 ひ)〜 (3) によって 算出す る。 



X ： 


平均値 


： 


測定値 


n ： 


試験 体 数 


S ： 


標準偏差 


C. V ： 


変動 係数 



2.6 数値の 換算 従来 単位の 試験機 又は 計測 器 を 用いて 試験す る 場合の 国際 単位 系 （SI) による 数値へ 

の 換算 は， 次に よる。 

lkgf^9.80N 

3. 平均 年輪 幅， 含水 率 及び 密度の 測定 
3.1 平均 年輪 幅 

3.1.1 測定 方法 年輪 幅 は， 両 木口 面 上に おいて 測定す る。 ただし， 場合によって は > 一木 口 面 上で だけ 
測定しても よい。 これらの 木口 面 上の 年輪 幅 は， 年輪に ほぼ 垂直 方向の 同一 直線 上に おいて 年輪 幅の 完全 
な ものの すべて を 測定す る。 

3.1.2 結果の 計算 平均 年輪 幅 は， 測定した 年輪 幅の 平均値で 表す。 

また， 平均 年輪 幅 は irnn で 表し， 小数点 以下 1 位まで 求める。 
3.2 含水 率 
3.2.1 測定 方法 
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(1) 試験 体の 乾燥 前の 質量 0^1) を 測定す る。 

(2) この 試験 体 を 換気の 良好な 乾燥器の 中で 温度 100〜105 でで 乾燥し， 恒 量に 達した ときの 質量 （7«2) を 

測定す る。 

3.2.2 結果の 計算 含水 率 は， 次の 式に よって 算出し， 0.5% まで 求める。 

m 厂 m2 ， 



3.3 密度 

3.3.1 結果の 計 ft 



-xlOO 



m2 



mi 
m2 



含水 率 （％ ；) 
乾燥 前の 質量 （g) 
全 乾 質量 （g) 



密度 は， 次の 式に よって 算出し， 小数点 以下 2 位まで 求める。 



p= — 
' V 

ここに， 



P 



V 



密度 （g/cm3) 

試験 体の 質量 （g) 

質量 測定 時の 試験 体の 体積 (cm^) 



3.4 記録 試験 結果と して， それぞれ 次の 事項 を 記録す る。 

(1) 平均 年輪 幅 

(2) 含水 率 

(3) 密度 （密度 試験 を 独立して 行う 場合 は， 含水 率 も 併記す る。） 



4. 収縮 率 試験 

4.1 試験 体 試験 体 は， 半径 及び 接線 方向の 収縮 率 を 測定す る 場合， 長さ 30mm， 幅 30imn， 厚さ 5mm 
の 正しい 二方 まさ （征） の 正方形の 板と し， «t 方向の 収縮 率 を 測定す る 場合， 長さ 60mm， 幅 30mm， 
厚さ 5mm の 正しい 平 まさ （征） の 板と する （図 1 及び 図 2 参照）。 

理1 半径 及び 接線 方向の 収縮 串 試験 体 図 2 It 維 方向の 収縮 率 試驗体 



4.2 試験 方法 

4.2.1 収縮 率 は， 年輪の 半径 方向， 接線 方向 及び 繊維 方向に ついて 行う。 

4.2.2 半径 及び 接線 方向の 収縮 率 試験 体に は， 木口 面の 両 中心 線 付近に 年輪に 対して 直角 及び 平行に， 繊 
維 方向の 収縮 率 試験 体に は， まさ （征） 目 面の 縦 中心 線 付近に 繊維と 平行に 測定 基準 線 を 設ける （図 1 及 
び 図 2 参照)。 
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4.2.3 測定 基準 線の 長さ は生材 のとき， 室内で 質量が 一定に 達した とき 及び ほぼ? as 60で で 1 昼夜 予備 
乾燥し， 更に， 温度 105 でで 乾燥して 全 乾に 達した ときに それぞれ 測定し， 各々 の 場合の 長さ を それぞれ 

とする。 

4.2.4 測定 基準 線の 長さ 測定 精度 は， *mm 以上と する。 

4.3 結果の 計算 収縮 率 は， 次の 式 ひ)〜 (3) によって 算出し， 含水 率 1% に対する 平均 収縮 率に ついては， 
小数点 以下 3 位まで， また， 含水 率 15% までの 収縮 率 及び 全 収縮 率に ついては， 小数点 以下 2 位まで 求め 
る。 

きサ X100 (1) 

y?,5=^xioo (2) 



-xlOO • 


(3) 




含水 率 1% に対する 平均 収縮 率 （％) 


As: 


含水 率 15% までの 収縮 率 （％) 


タ： 


全 収縮 率 （％) 


u ： 


ら を 測定した ときの 含水 率 


I ： 


含水 率 15% のとき の 基準 線の 長さで， /2 及び /3 から 比例 的 




に 次の 式で 算出した もの 




/-ん +15") 



U 



4.4 ら を 測定した ときの 含水 率 及び 密度 並びに 図 1 の 試験 体に ついては， 中央 年輪の 矢 高 を 測定す る。 
4.5 記録 試験 結果と して， 次の 事項 を 記録す る。 

(1) 半径 方向， 接線 方向， 繊維 方向に ついて， 含水 率 1% に対する 平均 収縮 率， 気 乾までの 収縮 率， 全収 
縮 率 

(2) 樹種 

(3) 平均 年輪 幅 

(4) 密度 

(5) 中央 年輪の 矢 高 
5. 吸水 量 試験 

5.1 試 接 体 試験 体 は， 30X30X100mm 二方 まさ （植） 木 取りの 直 六面体と し， 長軸 は 繊維 方向に とる。 
5.2 試験 方法 試験 体 は， 室内 乾燥で 含水 率が 平衡に 達した もの を 用い， 測定しょう とする 一対の 相対 
する 面 （木口の 場合 は 一面 だけ） を 吸水 面と して 残し， 他 は 常温 硬化 性 石炭酸 系 合成樹脂， パラフィンと 
ワセリンの 等量 混合物な ど 十分に 耐水性の ある 被覆 剤 を 数回 塗って 完全に 防水す る。 
5.2.1 試験 用の 水 は， 温度 25±1 でに 保持した 清水と する。 

5.2.2 吸水 方法 は， 吸水 面 を 水面に 垂直に して， 上端が 水面下 50mm の 深さに なり， かつ， 繊維 方向が 水 
面と 平行になる ように 試験 体 をお き， 24 時間 浸せき （漬） する。 
5.3 結果の 計算 

5.3.1 吸水 量 は， 次の 式に よって 算出し， 小数点 以下 2 位まで 求める。 
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: 吸水 量 （g/cm 2 ) 
mi : 防水 後の 試験 体質 量 （g) 

m, ： 24 時間 浸せき 完了 直後の 試験 体質 量 （g) 
A ： 吸水 面の 総 面積 （cm 2 ) 



5.3.2 試験 前の 試験 体の 含水 率 は, 



次の 式に よって 算出し， 小数点 以下 1 位まで 求める。 




Ml ： 試験 前の 試験 体の 含水 率 （％) 

m, ： 防水 前の 試験 体質 量 （g) 

m, ： 浸せき 試験 体の 全 乾 質量 （g) 



5.4 記録 試験 結果と して， 次の 事項 を 記録す る。 

(1) 吸水 面 別 吸水 量 

(2) 樹種 

(3) 平均 年輪 幅 

(4) 密度 

(5) 含水 率 

6. 吸湿性 試験 

備考 1， 吸湿 «E 試験 は， まさ （枉） 目 面， 板目 面 及び 木口 面に ついて 各所 定時 間にお ける 吸湿 量 を 測 
定 する。 必要な 場合に は， 全面から 吸湿 させた ときの 平衡 含水 率， 膨張率 を 測定す る。 
2. この 試験に 使用す る 試験 体 は， 平均 年輪 幅 及び 密度 を 測定す る ものと する。 密度 は， 6.2.2 に 
規定す る 処理 後の 試料から 求める。 

6.1 試験 体 

6.1.1 各面 単独に 吸湿 量 を 測定す る 試験 体 は， 30 X 30x60mm で 二方 まさ （ネ正） 木 取りの 直 六面体と し， 
長軸 は 繊維 方向に 平行に とる （図 3 参照)。 



6.1.2 全面から 吸湿 させた ときの 平衡 含水 率と 膨張率 を 測定す る 試験 体 は， 30X30X5mm で 二方 まさ 
(征） 木 取りと し， 短軸 は 繊維 方向に 平行に とる。 試験 体の 辺と 平行して 中央部に， 長さ を 測定す る 基準 
線 を 設ける （図 4 参照)。 



囡 3 各面 吸湿 量 測定 用 試験 体 
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図 4 全面 吸湿 量 測定 用 試験 体 



単位 mm 



測定 基 卵 一 



6.2 試験 方法 

6.2.1 試験 体 は， 常温で 含水 率 約 10% 以下に 予備 乾燥 (1) させた 後， 温度 40±1 で， 相対湿度 （75±2) o/o に 
調整して ある 装置 中め に 移し， 質量が 恒 量に 達する までおく。 各面 単独に 吸湿させる 試験 体で は， 質量 及 
び 吸湿 面積 を， 全面から 吸湿させる 試験 体で は， 質量 及び 年輪に 対する 半径 方向 及び 接線 方向の 基準 線の 
長さ を 測定す る。 ただし， 各面 単独に 吸湿させる 試験で は， その 温度 を 20〜40 でと し， 温度 差 は ±1 でと 
しても よい。 

なお， 質量 測定の 際 は， ひよ う （样） 量 瓶 を 用いる （以下， 同様と する。）。 
注 (1) 塩化 カルシウムの 結晶 を 入れた デシ ケー ター 中で ほぼ 平衡に *t るまで 保存す る。 
J1S K 8150 の 試薬 特級 塩化 ナ ト リ ゥムの 結晶と 共存す る 飽和 水溶液 を 入れた 気密 容器 を 使用す 

る。 

6.2.2 6.2.1 の 測定が 終わった 後， 各面 単独に 吸湿させる 試験 体 は， 吸湿 面 以外の 側面 を パラフィン （融 
点 70 で 以上） 又は これと 同等 以上の 耐湿 効果の ある 被覆 剤で 被覆し， 再び 被覆 剤 を 含む 質量 を 測定し， 速 
やかに 装置 内に 戻す。 

6.2.3 6.2.1 及び 6.2.2 の 処置 を 行った 後， 平衡に 達した 試験 体 を 温度 40± 1で， 相対湿度 （90±2) % の 空 
気が 試料 面 を 十分に 循環で きる ような 装置 ( 3 ) に 移し， 各面 単独に 吸湿させる 試験 体で は 6 時間 目， 24 時間 
目， 必要な 場合 は 更に 72 時間 目の 質量 を 測定し， 全面から 吸湿させる 試験 体で は， 恒 量に 達した ときの 質 
量 及び 基準 線の 長さ を 測定す る。 

注 ( 3 ) J1S K 8540 の 試薬 特級 酒石酸 ナトリウムの 結晶と 共存す る 飽和 水溶液 を 入れて 調 湿す る。 この 
場合， 調 湿 用 溶液の 蒸発 水面 は， 装置 内に 入れられた 試験 体の 吸湿 面の 合計の 2 倍 以上で なけれ 
ばなら ない。 

6.2.4 全面から 吸湿 させた 試験 体で は， 前項の 測定 を 終わった 試験 体 を 換気の 良好な 乾燥器の 中で 温度 

100〜105 でで 乾燥し， 恒 量に 達した とき 質量 を 測定す る。 

6.2.5 質量の 測定の 精度 は T^g 以上， 長さの 測定の 精度 は *mm 以上と する。 

6.3 結果の 計 吸湿 量 は， 次の 式に よって 算出し， 小数点 以下 3 位まで 求める。 

(1) 各面 胃に 吸湿 させた 試験 体の 吸湿 量 

e ― 加 (又は 抓 必要な 場合 は 抓 72A h^Oh 

ここに， (又はん h ，ん 72h) ： 各所 定時 間にお ける 吸湿 量 （g/cm 2 ) 

moh: 40 で （又は 20〜40 で）， 75% の 温 湿度 条 
件で 平衡した ときの 質量 （g) 
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(2) 



(又は/ n6h， ： 24 時間 目 （又は 6 時間 目， 72 時間 目） 

の 質量から パラフィン （又は 被覆 剤） の 
質量 を 差し引いた 質量 （g) 
A ： 吸湿 面積 （cm 2 ) 

吸湿 量 を 一つの 値で 表示す る と き は， m24h によつ て 計算 した 値 を用レ 、る。 

全面から 吸湿 させた 試験 体の 含水 率 及び 膨張率 は， 次の 式 ひ)〜 (3) によって 算出し， 含水 率に ついては 

小数点 以下 1 位まで， 膨張率に ついては 小数点 以下 3 位まで 求める。 



-xlOO 



(1) 



"90" 



仏ん 



ここに 



-XlOO 



ス? (又は Z^)"/^^ (又は/ ァ) 一 m 



/。(又は/ 



(2) 



(3) 



«75 

a ノ。 



/r (又は/ t) 

Zt^ (又は Lt) 



4(yC, 75% の 温 湿度 条件に おける 平衡 含水 率 （％) 
90% の 温 湿度 条件に おける 平衡 含水 率 （％) 
含水 率 1% に対する 平均 膨張率 （％) 
40V. 75% の 温 湿度 条件で 平衡した ときの 質量 （g) 
全 乾 質量 （g) 

40°C, 90。/。 の 温 湿度 条件で 平衡した ときの 質量 （g) 
40 で， フ5% の 温 湿度 条件で 平衡した と き の 半径 方向 

(又は 接線 方向） の 長さ （mm) 
40V, 90O/O の 温 湿度 条件で 平衡した と き の 半径 方向 

(又は 接線 方向） の 長さ （mm) 



6.4 記録 試験 結果と して， 次の 事項 を 記録す る。 

(1) 吸湿 面 別 吸湿 量 (又はん h， ^2h) 

(2) 樹種 

(3) 平均 年輪 幅 

(4) 密度 

(5) 板目 面からの 吸湿に ついては， 吸湿 面に おける 早 晚材の 状態 を 必ず 付記す る。 

必要に応じて， 平均 膨張率 fC^/o)， 試験 体 含水 率 （M75， U,o) を 併記す る ものと する。 



7. 圧縮 試联 
7.1 縱 圧縮 試験 

備考 この 試験 は， 荷重 方向と 繊維 方向と が 平行な 場合に ついて 行う。 
7.1.1 試験 体 試験 体 は， 次のと おりと する。 

(1) 試験 体 は， 横断面が 正方形の 直 六面体と し， その 寸法 は， 横断面の 一辺の 長さ （め を 20〜40mm， 高 
さ を 辺 長 （め の 2〜4 倍と する （H5 参照）。 

(2) 試験 体 は， その 長 手 方向 を 繊維 方向に 平行に し， その 両端 面 を 長 手 方向に 垂直 かつ 平行に する ように 
注意し なければ ならない。 
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図 5 維 圧縮 試験 体 





7.1.2 試験 方法 試験 方法 は， 次のと おりと する。 

(1) 試験 体 を 鋼製 平板の 間に 挾んで 荷重 を 加える。 

なお， 必要と認めた 場合に は， 球 座 を 用いる。 

(2) 平均 荷重 速度 は， 毎分 9.8(m/mm2{100kgf/cm2} 以下と する。 

(3) 試験 中， 縮みの 測定 を 行う 場合 は， 試験 体の 両端から 辺 長 （め の * 以上 離れた 領域に おいて 標点 距離 
を 定めて 行う。 

7.1.3 結果の 計算 縦 圧縮の ヤング 係数， 比例 限度 及び 強さ は， 次の 式 ひ)〜 (3) によって 算出し， 有効 数 
字 3 けたまで 求める。 

API 



び c= 



AlA 



A 



A 



(1) 



(2) 



(3) 



縦 圧縮 ヤング 係数 （N/mm2) {kg^cm^} 
縦 圧縮 比例 限度 （N/mm2) {kgf/cm^} 
縦 圧縮 強さ （N/mm2) {kgf/cm2} 

比例 域に おける 上限 荷重と 下限 荷重との 差 （N){kgf} 
標点 距離 （mm) 
^ に 対応す る 縮み （mm) 

積 (nrni^) 
比例 限度 荷重 （N){kgf} 
最大 荷重 （N) {kgf] 

7.1.4 記録 試験 結果と して， 次の 事項 を 記録す る。 

(1) 縦 圧縮 ヤング 係数 

(2) 縦 圧縮 比例 限度 

(3) 縦 圧縮 強さ 



もび &ぴ C ^ / 產メ PP pm 



こ 

こ 
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(4) 樹種 

(5) 試験 体 寸法 

(6) 平均 年輪 幅 

(7) 密度 

(8) 含水 率 

7.2 横 圧縮 試験 

備考 この 試験 は， 荷重 方向と 繊維 方向と が 垂直な 場合に ついて 行う。 
7.2.1 試験 体 試験 体 は， 次のと おりと する。 

(1) 試験 体 は， 横断面が 正方形の 直 六面体と し， その 寸法 は， 横断面の 一辺の 長さ （め を 20〜40mm, 髙 
さ を 辺 長 （め の 2 倍と する （図 6 参照）。 

(2) 試験 体 は， その 長 手 方向 を 繊維 方向に 垂直に し， その 両端 面 を 長 手 方向に 垂直 かつ 平行に する ように 
注意し なければ ならない。 



図 6 横 圧縮 試驗体 




7.2.2 試験 方法 試験 方法 は， 次のと おりと する。 

(1) 試験 体 を 鋼製 平板の 間に 挟んで 荷重 を 加える。 

なお， 必要と認めた 場合に は， 球 座 を 用いる。 

(2) 荷重 方向 は， 年輪に 対して 半径 及び 接線 方向 並びに これと 45° をな す 方向と する。 

(3) 平均 荷重 速度 は， 軟材 では 毎分 0.49N/Tmn 2 {Skgf^cm 2 } 以下， 硬材 では 毎分 1.47N/mm 2 {15kgf^cm 2 } 以 
下と する。 

(4) 試験 中， 縮みの 測定 を 行う 場合 は， 試験 体の 両端から 辺 長 （めの i 以上 離れた 領域に おいて 標点 距離 

を 定めて 行う。 

7.2.3 結果の 計算 横 圧縮の ヤング 係数 及び 比例 限度 は， 次の 式 (1) 及び 式 (2) によって 算出し， 有効数字 3 
けたまで 求める。 

API 

も 二 ^ (1) 

び 令 (2) 

こ こ に， ： 横 圧縮 ャ ング 係数 （NAmn2) {kgf7cm2} 
び ： 横 圧縮 比例 限度 （N/rmn2) {kgf/cm^} 
A ： 断面 積 (mm^) 
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AP : 比例 域に おける 上限 荷重と 下限 荷重との 差 （N){kgf} 

I ： 標点 距離 （mm) 

M ： AP に 対応す る 縮み （mm) 
Pp ： 比例 限度 荷重 （N) {kgf} 

7.2.4 記録 試験 結果と して， 次の 事項 を 記録す る。 

(1) 横 圧縮 ヤング 係数 

(2) 横 圧縮 比例 限度 

(3) 樹種 

(4) 試験 体 寸法 

(5) 荷重 方向 

(6) 平均 年輪 幅 

(7) 密度 

(8) 含水 率 

7.3 部分 圧縮 試験 

備考 この 試験 は， 荷重 方向と 繊維 方向と が 垂直な 場合に ついて 行う。 
7.3.1 試験 体 試験 体 は， 横断面が 正方形の 柱 体と し， その 寸法 は， 横断面の 一辺の 長さ （め を 20〜40mm, 
材長を 辺 長 （め の 3 倍 以上と する。 

7.3.2 試験 方法 試験 体の 中央部に 図 7 に 示す ような 直 六面体の 銅板 を 用いて 荷重 を 加える。 この場合， 
縮みの 測定 は， 被 圧 部の M さに ついて 行う。 

図 7 部分 圧縮 試験 

単位 mm 




► ""辺の:^ さ 



(1) 荷重 方向 は， 年輪に 対して 半径 及び 接線 方向 並びに これと 45。 をな す 方向と し， 接線 方向 以外の 場合 
は 木 表から 荷重 を 加える。 

(2) 平均 荷重 速度 は， 軟材 では 毎分 0.98N/mm2{10kgf/cm2} 以下， 硬材 では 毎分 2.94N/mm2 {30kgf/cm2} 以 

下と する。 

7.3.3 箱果の 計算 部分 圧縮の 比例 限度， 辺 長の 5% 部分 圧縮 強さ は， 次の 式 (1) 及び 式 (2) によって 算出し, 
有効数字 3 けたまで 求める。 
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び e 50/0= 



■ 尸 5% 

A 



(2) 



び ep 
び e5% 
尸 P 

A 



部分 圧縮 比例 限度 （NAnm 2 ) {kgf/cm^} 

辺 長の 5% 部分 圧縮 強さ （N/mm2) {kgf/cTn2} 

比例 限度 荷重 （N) {kgf} 

縮みが 辺 長 5% の ときの 荷重 （N) {kgf} 

荷重 面積 (mm^) 



7.3.4 記録 試験 結果と して， 次の 事項 を 記録す る。 

(1) 部分 圧縮 比例 限度 

(2) 辺 長の 5o/o 部分 圧縮 強さ 

(3) 樹種 

(4) 試験 体 寸法 

(5) 荷重 方向 

(6) 平均 年輪 幅 

(7) 密度 

(8) 含水 率 



8. 引 張 試験 
8.1.1 

備考 この 試験 は， 荷重 方向と 繊維 方向と が 平行な 場合に ついて 行う。 
8.1.1 試験 体 試験 体 は， 図 8 に 示す ものと し， 試験 体の 幅 （め を 20〜30mm とする。 ただし， 場合に 
よって は 試験 体 中央 平行 部の 厚さ を 3mm， 円弧の 半径 （め を 355mm としても よい。 添 木が 必要な 場合 は， 
かし， けやき， その他の 硬い 木材 を 用い， その 取 付け は， 木ね じ 又は 接着剤に よる。 

図 8 縱引張 試験 体 



単位 mm 



まさ 目 面 




8.1.2 試联 方法 試験 方法 は， 次のと おりと する。 

(1) 平均 荷重 速度 は， 毎分 19.60N/mm 2 {200kg^m 2 } 以下と する。 
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(2) 伸びの 測定 を 行う 場合 は， 試験 体の 中央 平行 部分に おいて， 標点 距離 （り を 定めて 行う。 

8.1.3 結果の 計算 縦 引 張の ヤング 係数， 比例 限度 及び 強さ は， 次の 式 (1)〜(3) によって 算出し， 有効 数 

字 3 けたまで 求める。 

API 



AU 



び t 



3 A 



び t=4' 
t A 

ここに， 



(1) 



(2) 



(3) 



E に. 縦 引 張 ヤング 係数 （N/mm2) {kg^cm^} 

： 縦 引 張 比例 限度 （N/mm 2 ) {kgf/cm 2 } 
or- 縦 引 張 強さ （N/Tmn2) {kgf/cm2} 
AP ： 比例 域に おける 上限 荷重と 下限 荷重との 差 （N) {kgf} 

I ： 標点 距離 （mm) 

Al ： AP に 対応す る 伸び （mm) 
A ： 平行 部分の 断面 積 （mm 2 ) 
Pp ： 比例 限度 荷重 （N) {kgf} 
： 最大 荷重 （N) {kgf} 

8.1.4 記録 試験 結果と して， 次の 事項 を 記録す る。 

(1) 縦 引 張 ヤング 係数 

(2) 縦 引 張 比例 限度 

(3) 縦 引 張 強さ 

(4) 樹種 

(5) 試験 体 中央 平行 部分の 寸法 

(6) 平均 年輪 幅 

(7) 密度 

(8) 含水 率 

8.2 横 引 張 試験 

備考 この 試験 は， 荷重 方向と 繊維 方向と が 垂直 及び 45° をな す 場合に ついて 行う。 
8.2.1 試联体 試験 体 は， 図 9 に 示す ものと し， 試験 体の 幅 （め を 20〜30mm とする。 ただし， 場合に 
よって は， 試験 体 中央 平行 部の 厚さ を 6mm， 円弧の 半径 （め を 48mm としても よい。 
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図 9 横 引 張 試験 体 

. ま ^目 面 又は 板目 面 



Jii 位 m m 
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8.2.2 試験 方法 試験 方法 は， 次のと おりと する。 

(1) 荷重 方向 は， 年輪に 対して 半径 及び 接線 方向 並びに これと 45° をな す 方向と する。 

(2) 平均 荷重 速度 は， 軟材 では 毎分 0,49N/mm 2 {5kg£/cm 2 } 以下， 硬材 では 毎分 l,47N/mm 2 {15kgf/cm 2 } 以 

下と する。 

(3) 試験 中， 伸びの 測定 を 行う 場合 は， 試験 体の 中央 平行 部分に おいて， 標点 距離 （り を 定めて 行う。 
8.2.3 結果の 計算 横 引 張の ヤング 係数， 比例 限度， 強さ は， 次の 式 ひ)〜 (3) で 算出し， 有効数字 3 けた 
まで 求める。 

API 



も 90— 



び t90— 

. こに， 



AIA 

ふ 
A 

A 



(1) 



(2) 



(3) 



び tp90 
び t90 

AP 
I 

Al 
A 

尸 p 



横 引 張 ヤン グ 係数 （NArnn 2 ) {kgf/cm 2 } 
横 引 張 比例 限度 (N/imn^) {kgf/cirf} 
横 引 張 強さ （N/mm 2 ) {kgf/cm 2 } 

比例 域に おける 上限 荷重と 下限 荷重との 差 （N){kgf} 

標点 距離 （mm) 

^に 対応す る 伸び （mm) 

平行 部分の 断面 積 （mm 2 ) 

比例 限度 荷重 （N) {kgf} 

最大 荷重 （N) {kgf} 



8.2.4 記録 試験 結果と して， 次の 事項 を 記録す る。 

(1) 横 引 張 ヤング 係数 

(2) 横 引 張 比例 限度 

(3) 横 引 張 強さ 



14 

Z 2101-1994 



(4) 樹種 

(5) 試験 体 中央 平行 部分の 寸法 

(6) 荷重 方向 

(7) 平均 年輪 幅 

(8) 密度 

(9) 含水 率 



9. 曲げ 試験 

備考 この 試験 は， 長 手 方向が 繊維 方向と 平行で 荷重 方向と 垂直な 場合に ついて 行う。 
9.1 試験 体 試験 体 は， 横断面が 正方形の 柱 体と し， その 寸法 は， 一辺の 長さ （め を 20〜40nm， 試験 
体の 長さ を スパンに 辺 長 （め の 2 倍 を 加えた ものと する。 
9.2 試験 方法 

スパン は， 辺 長 （め の 14 倍と し， 集中 荷重 を スパンの 中央部に 加える。 

荷重 面 は 原則として まさ （征） 目 面と し， 板目 面 又は 追 まさ （征） 面の 場合に は 木 表から 荷重 を 加 



9.2.1 
9.2.2 

える, 
9.2.3 
9.2.4 



荷重 点 及び 支点に 用いる 鋼材の 形状 は， 図 10 及び 図 11 に 示す。 
平均 荷重 速度 は， 毎分 14.70N/mm 2 {150kgf/cm2} 以下と する。 

図 10 荷重 点 

阜位 mm 



図 11 支点 



阜位 
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m 
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續板 
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9.3 結果の 計算 曲げの ヤング 係数， 比例 限度， 強さ は， 次の 式 (1)〜(3) によって 算出し， 有効数字 3 け 
たまで 求める。 



4Z 



(1) 
(2) 
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4Z 



(3) 



尸 P 



曲げ ヤング 係数 （N/mm2) {kgf/cm^} 
曲げ 比例 限度 （N/mm 2 ) {kgf/ctn 2 } 
曲げ 強さ {N/mm2) {kgf/cm2} 

比例 域に おける 上限 荷重と 下限 荷重との 差 （N) {kgf} 
かに 対応す る スパン 中央の た わみ （mm) 



断面 2 次 モーメント 



12 



スパン （mm) 
試験 体の 幅 （mm) 
試験 体の 高さ （mm) 

断面 係数 Z=i(mm 3 ) 
6 



比例 限度 荷重 （N) {kgf} 
最大 荷重 （N) {kgf} 

9.4 記録 試験 結果と して， 次の 事項 を 記録す る。 

(1) 曲げ ヤング 係数 

(2) 曲げ 比例 限度 

(3) 曲げ 強さ 

(4) 樹種 

(5) 試験 体 寸法 

(6) 平均 年輪 幅 

(7) 密度 

(8) 含水 率 



10. せん 断 試験 

備考 この 試験 は， 荷重 方向と 繊維 方向と が 平行な 場合に ついて 行う。 
10.1 試験 体 

10.1.1 試験 体 は， 図 12 に 示す ものと し， 木口 面に おける 正方形 断面の 一辺の 長さ （め を 20〜30mm とす 

る。 



こ 

こ 
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図 12 せん 断 試験 体 



阜位 mm 



to 



JSL 



7f\ - 

面、 



せん 断面 は， 原則として まさ （征） 目 S 

試験 方法 

図 13 に 示す 方法に よって 荷重 を 加える。 

図 13 



—デ イング 7D フク 




10.1.2 せん 断面 は， 原則として まさ （征） 目 面 及び 板目 面と する。 
10.2 試験 方法 

10.2.1 図 13 に 示す 方法に よって 荷重 を 加える。 

図 13 せん 断 試験 方法 

単位 mm 




10.2.2 平均 荷重 速度 は， 軟材 では 毎分 5.88N/mm 2 {60kgf/cm'} 以下， 硬材 では 毎分 9.80N/mm 2 {100 kgf^cm 2 } 
以下と する。 

10.2.3 せん断破壊 面が 下部 支持 台 （クリアランス 調整 座） にかかった 場合 は， その 試験 値 は 採用し ない も 

のとす る。 



ま i 面 



板目 面 



木 □ 面 
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10.3 結果の 計算 せん断強さ は， 次の 式に よって 算出し， 有効数字 3 けたまで 求める。 

f= ― 
A 

ここに， T: せん断強さ （N/mm 2 ) {kgf/cm 2 } 
Pm ： 最大 荷重 （N) {kgf} 
A ： せん 断面 積 （mm 2 ) 

10.4 記録 試験 結果と して， 次の 事項 を 記録す る。 

(1) せん断強さ 

(2) 榭種 

(3) 試験 体 寸法 

(4) まさ （ネ 正） 目 面， 板目 面の 区分 

(5) 平均 年輪 幅 

(6) 密度 

(7) 含水 率 



11， 割 裂 試 K 

備考 この 試験 は， 荷重 方向と 繊維 方向と が 達 直な 場合に ついて 行う。 
11.1 試驗体 

11.1.1 試験 体 は， 図 14 に 示す ものと し， その 寸法 は， 試験 体の 幅 (b) を 20〜30mm, 試験 体の 高さ (h) を 
30mm, 試験 体の 長さ (L) を 60mm， 荷重 軸から 試験 体の 端までの 距離 (e) を 3.75mm， 割 裂 用 ジグが 接す 
る 円孔の 半径 (r) を 7.5mm とする。 

図 14 割 裂 試联体 

車 位 mm 





I I 

11.1.2 試験 体 は， その 長 手 方向 を 繊維 方向に 平行になる ようにす る。 
11.1.3 割 裂 面 は， 原則として まさ （征） 目 面 及び 板目 面と する。 
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11.2 試联 方法 

11.2.1 円孔の 半径 （r) に 等しい 半径 を もつ 2 個の 半円 简を 荷重 頭と し， 図 14 に 示す 方向に 荷重 を 加える。 

11,2.2 平均 荷重 速度 は， 毎分 3.92N/mm {401cgf/cm} 以下と する。 

113 結果の 計算 割 裂 抵抗 は， 次の 式に よって 算出し， 有効数字 3 けたまで 求める。 



な- 
み 

ここに， C: 割 裂 抵抗 （N/mm) {kgf/cm} 
： 最大 荷重 （N) {kgf} 
b ： 割 裂 面の 幅 （mm) 



11.4 IB 錄 試験 結果と して， 次の 事項 を 記録す る。 

(1) 割 裂 抵抗 

(2) 樹種 

(3) 試験 体 寸法 

(4) まさ （征） 目 面， 板目 面の 区分 

(5) 平均 年輪 幅 

(6) 密度 

(7) 含水 率 

12. 衝 « 曲げ 試験 

備考 この 試験 は， 長 手 方向が 繊維 方向に 平行で 荷重 方向と 垂直な 場合に ついて 行う。 
12.1 試联体 試験 体 は， 横断面が 正方形の 柱 体と し， その 寸法 は， 正方形 断面の一 辺の 長さ を 20mm， 試 
験 体の 長さ を 300mm とする。 
12.2 試験 方法 

12.2.1 スパン は 240mm と し， 98.0J {lOkgf'm} の 衝撃 エネルギー を もっている 衝撃 ハンマーで スパンの 中 

央を 打撃す る。 支点と 衝撃 ハンマーの 荷重 頭の 円筒 又は 半円 筒の 直径 は， 30mm とする。 

12.2.2 衝撃 荷重 面 は， 原則として まさ （桩） 目 面と し， 板目 面 又は 追 まさ （征） 面の 場合 は， 木 表から 荷 

重 を 加える。 

12.3 結果の 計算 衝撃 曲げ 吸収 エネルギー は， 次の 式に よって 算出し， 有効数字 3 けたまで 求める。 



12.4 IB 錄 試験 結果と して， 次の 事項 を 記録す る。 

(1) 衝撃 曲げ 吸収 エネルギー 

(2) 樹種 

(3) まさ （征） 目 面， 板目 面 又は 追 まさ （征） 目 面の 区分 

(4) 平均 年輪 幅 

(5) 密度 

(6) 含水 率 



bh 



b 
h 



衝撃 曲げ 吸収 エネルギー （J/cm2) {kgf-m/cm^} 
衝擊 仕事量 （J){kgf'm} 
試験 体の 幅 (mm) 
試験 体の 高さ （mm) 
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13. 硬さ 試験 

備考 この 試験 は， 荷重 方向と 繊維 方向と が 平行 及び 垂直な 場合に ついて 行う。 
13.1 試験 体 試験 体 は， B 15 に 示す ものと し， 辺 長 （め を 40mm の 立方体と する [H 15 の (1) 参照]。 
ただし， 場合によって は 試験 体の 厚さ を 15mm 以上と する [図 15 の (2), (3), (4) 参照]。 

図 15 硬さ 試験 体 及び 測定 位置 

車 位 mm 

(1) 




備 * 〇 印 は， 鋼 球の 圧入 位置 を 示す。 
図 15 (続き） 



(2) (3) (4) 




13.2 試験 方法 

13.2.1 試験 面 は， 木口 面， まさ （征） 目 面 及び 板目 面と する。 板目 面の 場合 は 木 表から 荷重 を 加える。 
13.2.2 試験 面に 直径 10mm の 鋼 球 を 深さ imm (約 0.32mm) まで 圧入す る。 

13.2.3 平均 圧入 速度 は， 原則として 毎分 約 0.5mm とする。 

13.2.4 圧入 位置 （相互の 間隔 及び 周辺からの 距離） は， 図 15 に 示す ようにす る。 
13.2.5 測定 箇所 数 は， 各 試験 面に つき 3 力、 所以 上と する。 

13.3 結果の 計算 硬さ は， 次の 式に よって 算出し， 有効数字 2 けたまで 求める。 

H ュ 
10 

ここに， H \ 硬さ （N/mm2) {kgf/W} 

P ： 圧入 深さが imm となると きの 荷重 （N){kgf} 
13.4 記録 試験 結果と して， 次の 事項 を 記録す る。 

(1) 硬さ 

(2) 樹種 

(3) 荷重 方向 
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(4) 平均 年輪 幅 

(5) 密度 

(6) 含水 率 

14. クリープ 試験 

14.1 各種 クリープ 試 酸に 共通の 試 K 方法 

14.1.1 この 試験に 使用す る 試料に 対して は， これと 同質と 考えられる 試料に ついて 对応 する 静的 試験 を 行 
うとと もに， 1.2 の (5)〜(11) に 規定す る 試 K をなる ベく 多く 併せて 行う。 

14.1.2 ひずみ （縮み， 伸び 及びた わみ の 総称。 以下， 同様。） の 測定 は， ひずみ— 時間の 曲線 を 描く のに 
十分な 間隔で 行い， 200 時間 以上 継続す る。 

14.1.3 破壊 を 起こさない 試料に 対して は， クリープ 試験 終了後， 直ちに 荷重 を 除去した 後， 静的 試験の 方 
法に 基づいて 破壊 させ， 静的 試験で 決定す る こと を 規定され ている 事項 を 求める。 場合によって は タリー 
プ 試験 終了後， 荷重 を 除去して クリープ ひずみの 回復の 性質 を 調べた 後， 破壊 試験 を 行う。 
14.1.4 この 試験 は， 恒温 恒 極の 場所で 行う。 ただし， 恒温 恒 湿の 場所で 行う ことができない 場合に は， な 
るべ く 温 湿度の 変化 を 少なく する 処置 を 講じた うえで， 試験 体 表面に 適当な 防湿剤 を 塗布して， 試験 を 行 
うこと がで きる。 

14.1.5 クリープ 試験に おいて 続 載 荷す る 一定 荷重の 荷重 水準 は， 少なくとも 静的 比例 限度 荷重の i i 
i i の 4 水準と し， 恒温 恒 湿の 条件で 行う 場合 は， これらの 水準に ついて， 同時 又は 順次に クリープ 試験 
を 行い， 温 湿度の 変化が 避け られ ない 場合に は 同時に 行 う 。 
14.2 被 圧縮 クリープ 試験 

備考 この 試験 は， 荷重 方向と 繊維 方向と が 平行な 場合に ついて 行う。 
14.2.1 試験 体 試験 体 は， 横断面 正方形の 直 六面体と し， その 寸法 は， 正方形の 一辺の 長さ （め を 10〜 
30mm, 高さ （み） を 辺 長 （め の 2〜4 倍と する。 
14.2.2 試験 方法 試験 方法 は， 次のと おりと する。 

(1) 試験 体 を 鋼製 平板の 間に 挟んで 一定 荷重 を 加える。 

(2) 縮みの 測定 は， 試験 体の 両端から 辺 長 （め の i 以上 離れた 領域に おいて 標点 距離 を 定めて 行う が， こ 
の 場合， 試験 体 全長に ついても 同時に 行う。 

14.3 横 圧縮 クリープ 試 K 

備考 この 試験 は， 荷重 方向と 繊維 方向と が 垂直な 場合に ついて 行う。 
14.3.1 試験 体 試験 体 は， 横断面 正方形の 直 六面体と し， その 寸法 は， 正方形の 一辺の 長さ (a) を 20〜 
40mm, 高さ （み） を 辺 長 （め の 2 倍と する。 
14.3.2 試験 方法 試験 方法 は， 次のと おりと する。 

(1) 荷重 方向 は， 年輪に 対して 半径 及び 接線 方向 並びに これと 45。 をな す 方向と する。 

(2) 試験 体 を 鋼製 平板の 間に 挟んで 一定 荷重 を 加える。 

(3) 縮みの 測定 は， 試験 体の 両端から 辺 長 （め の+ 以上 離れた 領域に おいて 標点 距離 を 定めて 行う が， こ 
の 場合， 試験 体 全長に ついても 同時に 行う。 

14.4 部分 圧縮 クリープ 試験 

備考 この 試験 は， 荷重 方向と 繊維 方向と が 垂直な 場合に ついて 行う。 
14.4.1 試験 体 試験 体 は， 横断面が 正方形の 柱 体と し， その 寸法 は， 正方形の 一辺の 長さ （め を 20〜40mm, 
材長 （丄） を 辺 長 （め の 3 倍 以上と する。 
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14.4.2 試験 方法 試験 方法 は， 次のと おりと する。 

(1) 試験 体の 中央部に 7.3 の 図 7 に 示す ような 鋼板 を 用いて一 定 荷重 を 加える。 この場合， 縮みの 測定 は， 
被 圧 部の 全 厚 さ について 行 う 。 

(2) 荷重 方向 は， 年輪に 対して 半径 及び 接線 方向 並びに これと 45° をな す 方向と し， 接線 方向 以外の 場合 
に は， 木 表から 荷重 を 加える。 

14.5 横 引 張 クリープ 試験 

備考 この 試験 は， 荷重 方向と 繊維 方向と が 垂直な 場合に ついて 行う。 
14.5.1 試験 体 試験 体 は， 図 16 に 示す ものと し， 試験 体の 幅 （め を 20〜30mm とする。 ただし， 場合に 
よって は 試験 体 中央 平行 部の 厚さ を 6mm, 円弧の 半径 （め を 48mm としても よい。 

図 16 横 引 張 クリープ 試験 体 

阜位 man 




14.5.2 試験 方法 試験 方法 は， 次のと おりと する。 

(1) 荷重 方向 は， 年輪に 对 して 半径 及び 接線 方向 並びに これと 45" をな す 方向と する。 

(2) 試験 体の 両端に一 定 荷重 を 加える ものと する。 この場合， 伸びの 測定 は， H16 に 示した 標点 距離 （/) に 
ついて 行う。 

14.6 曲げ クリープ 試験 

備考 この 試験 は， 長 手 方向が 繊維 方向と 平行で 荷重 方向と 垂直な 場合に ついて 行う。 
14.6.1 試験 体 試験 体 は， 横断面が 正方形の 柱 体で， その 寸法 は， 正方形の一 辺の 長さ 辺 長 （め を 10〜 
30mm, 試 酸 体の 長さ を 辺 長 （め の 17 倍に 200mm を 加えた ものと する。 
14.6.2 試験 方法 試験 方法 は， 次のと おりと する。 

(1) 荷重 面 は， 原則として まさ （征） 目 面と し， 板目 面 又は 追 まさ （征） 面の 場合に は， 木 表から 荷重 を 
加える。 

(2) 四 点 荷重 法に よって 一定 荷重 を 加え， 荷重 点 及び 支点の 寸法 及び 距離 は 図 17， 図 18 及び 図 19 のとお 

り とする。 

(3) た わみ は， 曲げ モーメント 一定の 中央部に おいて， 荷重 点の つぶれの 影響の 入らない ようにして 測定 
する。 
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図 17 支点 



単位 



図 18 荷重 点 



単位 mm 
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図 19 支点 及び 荷重 点の 位置 

丄 



単位 mm 
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a 75a 、 


, 200 , 
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14.7 各種 クリープ 試験に 共通の Eft 試験 結果と して， 次の 事項 を 記録す る。 

(1) 試料が クリープ 試験 中に 破壤 すると 否と にか かわらず， ひずみの 測定 結果から 全 ひずみ 又は クリープ 
ひずみ と 時間 との 関係 を 示す 曲線。 

(2) クリープ 試験の 種類， 荷重 方向 及び 荷重 水準 

(3) 樹種 

(4) 試験 体 寸法 

(5) 平均 年輪 幅 

(6) 密度 

(7) 含水 率 

(8) 湿 温度 条件 



15. くぎ 51 抜き 抵抗 試験 
15.1 試験 体 

15.1.1 試験 体 は， 材長 120mm, 辺 長 50mm の 横断面 正方形の 柱 体と し， 二方 まさ （征） 木 取りで その 長 

手 方向が 繊維 方向と 平行になる ようにす る。 まさ （柢） 目 及び 板目に おいて， くぎ 打 込みに よる 割れが 木 
口に 達する 場合に は， 試験 体の 材長を 適宜 大きく する。 

15.1.2 試験 面 は， 木口， まさ （征） 目 及び 板目と する。 ただし， 板目の 場合 は 木 表と する。 
15.1.3 試験に 使用す るく ぎ は， JIS A 5508 に 規定す る N45 (長さ 45mm， 胴部径 2.45mm) とし， 打 込み 
前に JISK 1503 に 規定す る アセトン， JISK2201 に 規定す る 1 号な どで 胴 部 を 清浄に した ものと する。 
15.2 試联 方法 
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15.2.1 く ぎの 打 込み く ぎの 打 込み は， 次のと おり とする。 

(1) くぎの 打 込み 本数 は， 両 木口に 各 1 本， まさ （征） 目， 板目に それぞれ 2 本の 合計 6 本と する。 

(2) くぎの 打 込み 位置 は， 図 20 のように する。 



(3) くぎの 打 込み 深さ は， 約 30mm とし， 試験 面に 直角に 打ち込む ことと する。 

(4) くぎの 打 込み 方法 は， 適切な 質量の ハンマー を 用い， 打 込み 長さが 毎回 ほぼ 同程度と なる ようにし， 
原則と して 打 込み 回数 5〜10 回で 所定の 長さ だけ 打ち込む ことと する。 く ぎ を 打ち込む に当たって は， 
補助 具 を 用いる ことと し， 打ち込む ときく ぎが 曲がる 場合に は 約 1.8mm の 直径の 先 穴 を あけても よい。 
先 穴の 深さ は， 約 20mm とする。 ただし， この こと を 結果の 記録に 付記す る。 

15.2.2 くぎの 引き抜き くぎの 引き抜き は， 次のと おりと する。 

(1) 打ち込ん だくぎ は， 速やかに 引き抜く ものと する。 

(2) くぎの 引き抜きに 当たって は， 図 21 に 示す ような 軸線 を 正しく 出せる ジグを 使用す る。 

(3) くぎの 引き抜き 速度 ( 4 ) は， 原則として 毎分 2±0.5mm とする。 

注 (4) クロス ヘッドの 動きで みて よい。 



図 20 くぎの 打 込み 位置 



単位 mm 




図 21 くぎの 引き抜き 方法 




15.3 結果の 計算 くぎ 引き抜き 抵抗 は， 次の 式に よって 算出す る。 
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ここに， ァ： くぎの 引き抜き 抵抗 （N/mm) {kgf/cm} 

F: くぎの 引き抜きに 要した 最大 荷重 （N){kgf} 
I ： く ぎの 打ち込まれた 長さめ （mm) {cm} 

注 (り くぎの 打ち込まれた 長さ は， くぎの 先端 部 を 含めた 長さと する。 

備考 必要が ある 場合 は， くぎの 引き抜き 荷重と 引き抜き 長さの 関係 曲線 を 求め， 次の 式 を 用いて 木 

材の くぎ 引き抜き 単位 当たりの 仕事量 を 求める。 

I 

ここに， ひ： 木材の くぎ 引き抜き 単位 当たりの 仕事量 （N'mm/mm) {kgf- 
cm/cm} 

w: くぎの 引き抜きに 要した 仕事量 （N'mm){kgf'cm) 
I ： く ぎの 打ち込まれた 長さ (^) (mm) {cm} 

15.4 記録 試験 結果と して， 次の 事項 を 記録す る。 

(1) 各 試験 面の くぎ 引き抜き 抵抗 

(2) くぎ 引き抜き 単位 当たりの 仕事量 

(3) 樹種 

(4) 先 穴の 有無 

(5) ノ、 ン マーの 質量 

(6) 平均 年輪 幅 

(7) 密度 

(8) 含水 率 



16. 靡耗 試験 
16.1 研磨紙 法 

16.1.1 試験 体 試料から 直径 約 120mm の 円形 又は 試験に 支障の ない 形状の 試験 体 3 個 を 作成す る。 試験 
体の 中央に は 回転 盤に 取り付ける ための 直径 約 6mm の 穴 を あける。 
16.1.2 試験 条件 試験 条件 は， 次のと おりと する。 

(1) 試験 を 行う 場所の 環境 は， JISZ8703 に 規定す る 標準 温 湿度 状態 3 類 以上の 条件と する。 

(2) 摩耗 試験 装置 は， 堅固な 実験台 上に 正しく 水平に 据え， 力、 つ， 試験に 伴う 振動な どに よる 異常な 動き 
を 生じない ように 安定させる。 

16.1.3 摩耗 試験 装置 この 試験に 使用す る 摩耗 試験 装置 は， 次の 部分から 構成す る。 その 機構の 概略 を 参 
考図 1 に 示す。 

(1) 駆動 部 本体 

(2) 回転 盤 及び 試験 体 固定 枠 

(3) サイクル カウンター 

(4) 摩耗 輪， おもり 及び 同 取 付け アーム 

(5) 摩耗 粉 吸 取り 装置 



No- 


摘要 


No. 


摘要 


1 


摩耗 輪 


9 


座金 


2 


摩耗 輪 取 付 軸 


10 


摩耗 粉 吸 取 装置歸 口） 


a 


摩耗 輪 糖め 付け ノブ 


11 


アーム 支点 


4 


おもり 


12 


吸 取 装置 上下 ノブ 


5 


»耗 輪 及びお もり 取 付け アーム 


13 


摩耗 粉 吸 取 装置 iiiis 口 


6 


1^ 体 固定 梓 


14 


«&動 スィ ツチ 




回転 盤 


15 


サイ クル カウンター 


8 


, 体 維め 付け ノブ 


16 


風 量 調節 器 
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16.1.4 庫 耗試联 装置の 構造 摩耗 試験 装置の 各部の 構造 は， 表 1 の 規定に よる。 回転 盤と 摩耗 輪の 関係 寸 

法 は， 図 22 によって， 次のように tzi, ひ 2 及び^ を 定める。 

<afi = = 39.4 土 0. 1 5mm 
ば =19.0±0.2mm 

表 1 靡耗 試験 装置の 基本 權造 



各部 


規定 


アーム 
(摩耗 輪， おもり 取 付 用） 


アームに おもり 及び 摩耗 輪 を 取り付けないで， アーム 他 端に 250g のお も 
り を 載せて 完全に バランス する こと。 


摩耗 輪 取付萄 




^ 15.875 4.02 mm と し， 軸 方向の 遊び 及び 回転 ぶれがない こと。 


回転 盤 


回転 速度 


60±2rpm 


回転 ぶれ 


外局に おいて 回転 盤 上面の 上下 方向の ぶれが O.OSmm 以下で ある こと。 


おもり 


その 呼称 質量に 对 して 許容 差 ±0.1% とする。 


サ イク カウンター 


9999 まで 回転 数の 積算 指示が 可能で， 正確に 作動し， かつ， 自動 停止 機 
構が 確実な こと。 


装置の 駆動 


回転 盤 上に 試験 体の 代わりに ゴム シート を 取り付けて 固定し， その上に 
ゴム 輪 を 載せ 各 試験 質量 を 1 OOOg と して， 円滑 かつ 正確な 駆動 を 示す も 
ので ある こと。 


摩耗 粉の 吸 取 装置 


吸 込 口 


内径 8 士 0.1mm 


風 量 


試験 片と吸 込 口の 間隔 を 3mm としたと きの 吸 取 装置に よる 風 量 は， 0.5 
±0.1m3/miii とする。 



國 22 回転 继と 靡耗 M 




16.1.5 ゴム 輸 

(1) ゴム 輪の 形状 • 寸法 及び 構成 は， 図 23 のとお りと する。 

(2) 図 23 に 示す 各部の 材料 は， 次のと おりと する。 
A ： JISK6301 に 規定す る 硬さ 50〜60 の ゴム 
B ： 硬質 ゴム 

(3) ゴム 輪 を 摩耗 輪 取 付 軸に 取り付けた とき， はめ 合わせ 精度が 良く， がた がな く， 面 ぶれが 生じない も 
のとす る。 

ただし， 面 ぶれ は， ダイヤル ゲージで 測定して， ±0.05mm とする。 
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図 23 ゴム 输 

J)illj[ mm. 




16.1.6 研磨紙 

(1) 試験に 使用す る 研磨紙 は， JIS A 1453 の Pft 属害 （研摩 紙 法に 使用す る 研摩 紙お よび その 品質の 検定 方 

法） による ものと する。 

(2) 研磨紙 は， 炭酸 カリウム 飽和溶液 を 入れた デシ ケー ター 中 （温度 20±2 で， 湿度 440/0) に 保存す る。 
16.1.7 操作 

(1) 庫耗 輪の 準備 新しい 一組の 所定の 研磨紙 2 枚 を それぞれ 2 個の 試験 用 ゴム 輪の 円周に 沿ってち よう 
ど 一回転す るよう に， 正確に かつ 滑らかに 巻き付け， これ を 試験 用 摩耗 輪と し， 16 丄 5(3) によって そ 
れぞれ の 摩耗 輪 取 付け 軸の 所定 箇所に 正 しく 取り付ける。 

(2) 試联 体の 着脱 試験 体 は， 試験す る 面 を 上に して， 回転 盤の 試験 体 取 付け 箇所の 位置に 正確に 固定す 

る。 

(3) 試联 荷重 摩耗 輪と おもりと によって 試験 体に 加えられる 荷重 は， 5.2±0.05N{530±5gf} とする。 

(4) 試拔 装置の B 勛 摩耗 輪 取 付け アーム を 試験 面に 静かに 下ろす。 摩耗 粉 吸 取り 装置 を 準備し， その 吸 
込み 口 を 試験 体面より 3±0*2mm 上方に 調整して セットす る。 吸 取り 装置の 吸引す る 風 量が 表 1 の規 
定値 となる よう に 吸 取り 装置の 目盛 を 設定して， それ を 作動させる。 

試験 体と 摩耗 輪の 関係 位置が， 16 丄 3(2) の 規定に 保 たれて いる こ と を 確認して 摩耗 試験 装置の 運転 
を 開始す る。 回転 盤の 回転 速度 は 60 土 2rpm とする。 

試験に 用いる 研磨紙 は， 試験 体が 100 回転す る ごとに， 適当な 歯ブラシ 類で 付着した 摩耗 粉 を 取り 
除かなければ ならない。 

また， 研磨紙 は 500 回転 ごとに 新品と 交換す る。 試験 中に 摩耗 粉が 研磨紙の 目に 詰まるな ど， その 
付着が 甚 しく， かつ， はけで 容易に 除去す る ことができ なくなつ たような 場合， 又は 研磨紙の 損耗が 
著しい ような 場合に は， 試験 を 改めて 始めから やり直し， また， 新品との 交換 回数 を 適宜 短縮して 行 
う。 ただし， この場合 は 試験 結果に この 旨 を 明記す る こと。 

(5) 試験 回転 数 500 回転と する。 

16.1.8 測定 « 度 感量 lOmg 以上の 天 びん を 用い， 試験 前， 試験 後の 試験 体の 質量 を lOmg まで 正確に 量 

る。 

16.1.9 結果の 計算 摩耗 量 は， 次の 式で 算出し， 小数点 以下 3 けたまで 求める。 

厂 切2 
メ ？ 

ここに， D ： 摩耗 量 (mm) 

Wi ： 試験 前 質量 (mg) 
m2 ： 試験 後 質量 （mg) 
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A : 摩耗 輪に よる 摩耗 を 受ける 部分の 面積 （mm 2 ) 
P ： 密度 （g/cm3) 



16.1.10 記録 試験 結果と して， 次の 事項 を 記録す る。 

(1) 摩耗 量 

(2) 試験 方法 

(3) 榭種 

(4) 摩耗 面の 断面の 種類 

(5) 平均 年輪 幅 

(6) 密度 

(7) 含水 率 

(8) 試験 装置の 名称 

(9) 使用 研磨紙の 補正 係数 （JISA1453 の附 « 害 参照） 
16.2 ffl ブラシ 庫 擦 法 

16.2.1 試験 体 試験 体 は， 次のと おりと する。 

(1) 試験 体 は， 気 乾材から とり， 厚さ lOmm, 辺 長 50mm の 正方形の 板と する。 

(2) 試験 体 は， あらかじめ 辺 長 約 7cm に 切り取り， 取 付けに 際して 図 24 のように 試験 体 及び 保護 板 を 製 
作し， 取 付け 板 ( 6 ) に 正確に 取り付ける。 

注 ( 6 ) 取 付け 板 は， 試験 体が 針葉樹 材の 場合 は 針葉樹 材を， 広葉樹 材の 場合 は 密度が その 榭 種に 類す 
る 広葉樹 材 とする。 



16.2.2 庫 耗試联 装置 この 試験に 使用す る 摩耗 試験 装置 は， 次の 機能 要素から 構成され る。 

(1) 図 25 のよう な 摩擦 鋼板 を 備え， 散布 砂 を 落下 させつつ 回転 円盤 上の 試験 体の 摩耗 を 行える ものと する。 

(2) 試験 体 は， 試験 面の 中心が 回転 中心から 26cm の 同一 平面 上 を 回転す るよう に 回転 円盤に 取り付ける 
ことができる。 

(3) 回転 円盤の 回転 数 は， 毎分 4 回と する。 

(4) 摩擦 銅板 部分 は， 摩擦 面が 60ズ60111111の』18 4102 に 規定す る SNC2 と し， 常時 225.40N {23kgf} の 
荷重 を 摩擦 面に 加える こ とがで きる ものと する （図 26 參 照)。 



図 24 試験 体と 保護 板 
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H25 回転 円 霊の 構成 



M ブラシ 都 介 




図 26 庫 擦 鋼板 

単位 mm 



7\ 



so 



JO 



(5) 摩擦 ブラシ 部分 は， 60X60mm の 範囲の 45 孔に 1 孔 36 本の ピアノ 線 （JIS G3522 に 規定す る SWPB， 
線径 0.4mm) を 正確に 長さ 2cm に密に 植え込ん だものと し， 常時 M/ZON ひ. 5kgf} の 荷重 を 摩擦 面に 
加える ことができる ものと する。 ブラシの 使用 時間 は 10 時間 以内と し， それ 以上 使用した ブラシ を 使 
用して はならない （H27)。 

図 27 庫 擦 ブラシ 



単位 mm 



ste 方向 



4 



ブラシ jUogi 靈 



(6) 打撃 銅板 部分 は， 質量 2.5kg， 打撃 部分が 60X60mm の JIS G 4102 に 規定す る SNC2 と し， 2cm の 高 

さから 毎分 4 回 正確に 各 試験 体面に 落下で き る ものと する。 

(7) 散布 砂 は， 比重 約 2.7, 粒径 0.3〜0.6mm の 福島県 相 馬 産 乾燥け い （珪） 砂と し， 各 試験 体に つき， 1 
回転 ごとに 約 0.6g のけい 砂 を 試験 面の 全面に 一様に 散布す る。 

(8) 散布 砂 は， はけ （刷毛）， その他 適当な 除去 装置 を 用い， 1 回転 ごとに 除去す る ものと する。 

16.2.3 試験 試験 は， まさ （ネ 正） 目 面 及び 板目 面に ついて， 図 24 に 示す 回転 方向に 対して 繊維が 平行 方 
向 及び 垂直 方向の 場合 を 別々 に 行う。 板目 面の 場合 は， 木 表と する。 

16.2.4 測定 « 度 感量 O.Olg 以上の 天 びん を 用い， 試験 前と 1 000 回転 後の 試験 体の 質量 を 量る。 
16.2.5 箱果の 計算 摩耗 量 は， 次の 式に よって 算出し， 小数点 以下 2 けたまで 求める。 

わ P 



D ： 


摩耗 直 (mm) 


rni ： 


試験 前 質量 （g) 


rth ： 


試験 後 質量 （g) 


P: 


密度 （g/cm3) 


A ： 


摩耗 面積 （cm 2 ) 



16.2.6 記録 試験 結果と して， 次の 事項 を 記録す る。 
(1) 摩耗 量 
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(2) 試験 方法 

(3) 榭種 

(4) 摩耗 面の 断面の 種類 

(5) 平均 年輪 幅 

(6) 密度 

(7) 含水 率 

17. 耐朽牲 試験 
17.1 供試菌 

17.1.1 17.1.2 に 示す 種類の 菌を 17丄3 〜： 17.1.5 に 示す 方法で 培養した もの を 供試菌 とする。 
17.1.2 菌の 種類 は， 次の 2 種類と し， 所定の 菌株 {^) とする。 

(a) ォォ ゥズラ タケ Tyromyces palustris (Berk, et Curt.) Murr. FFPRI 0507 

(b) 力 ワラ タケ Coriohis versicolor (L. ex Fr)Qu，d. FFPRI 1030 

注 ( 7 ) 農林水産省 森林 総合 研究所 （FFPRI) で 分離した 耐朽性 試験 用 標準 菌株 
17.1.3 培養 瓶 は， 底面 積が 50〜100cin 2 で， 全容 積が 500〜800ml の 円筒形 広口 容器 を 用いる。 
17.1.4 培養基 は， 培養 瓶に 石英 砂 又は 海砂 (S) を 約 250g 入れ， pH5.5〜6.0 に 調整した 培養液 (^)80ml を 加え 
た 後， 殺菌 (1") する。 殺菌 後， 海砂の 面 を 水平に し， 雑菌が 入らない ようにして， 培養液の 液面が 海砂の 面 
と 同じになる よう に 過剰の 培養液 を 放 り 除く。 

注 (8) 石英 砂 は， 粒径 0,59〜0.84mm とする。 海砂 は， JIS K 8222 に 規定す る 1 級 1 号と し， 使用 前に 十 
分に 水洗いし， 乾燥した ものと する。 
培養液の 組成 は， グルコース 4%, ペプトン 0.30/0， 麦芽 抽出物 1.5% 含む ものと する。 ただし， 

グルコース は， JISK8824 のぶどう 糖 1 級と する。 
C) 殺菌の 方法 は， 高圧 滅菌 器 中で 温度 120 でで 30 分 行う。 
17.1.5 供 試菌の 培養 方法 は， 17丄4 と 同じ 培養液 100ml に， 0.149mm の ふるい を 通過した すぎ 辺 材の風 乾 
木 粉 約 0.3g を 加えて 殺菌 した 後， あらかじめ 斜面 培養 した 2 週間 以内の 新鮮な 菌株を 接種 し， ？ 度 26±2°C 
で 振とう 培養 を 行い， 十分に 菌 株が 繁殖した 後， その 菌粒 3ml を 無菌 的に 培養基 上に 散布し， 温度 26±2。C， 
相対湿度 70% 以上のと ころで 培養す る。 菌糸が 培養基 中に 十分 繁殖した もの を 供試菌 とする。 
17.2 試験 体 

17.2.1 試験 体 は 腐朽 操作 試験 体と 補正 試験 体の 2 種類と し， 試料 及び 対照 材 から 採取す る。 対照 材 はぶな 

辺材 とする。 

17.2.2 試験 体 は 気 乾材から とり， 辺 長 20± 1mm の 二方 まさ （征） の 立方体と する。 

17.2.3 試験 体 は， 温度 60±2 でで 乾燥し， 恒 量に 達した ときの 質量 を 測定す る。 ここで， 試料の 腐朽 操作 
試験 体の 質量 を m,i， 試料の 補正 試験 体の 質量 を w,。i， 対照 材の 腐朽 操作 試験 体の 質量 を Wbi， 対照 材の補 
正 試験 体の 質量 を Wboi と それぞれ する。 
17.2.4 試験 体の 質量 は， O.Olg まで 測定す る。 
17.3 試 接 

17.3.1 試験 は， 試料 及び 対照 材 について 同時に 行う。 
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17.3.2 fit 朽 操作 試験 体 は， 繊維 方向 を 垂直に して 17 丄 1 の 供 試菌の 上に 1 培養 瓶 ごとに 3 個ず つ 載せ， 
温度 26±2で 及び 湿度 700/0 以上の 条件 下に 約 60 日間 置いて 腐朽させる。 腐朽 操作 終了後の 試験 体に ついて， 
その 裏面に 付着し 菌体を 丁寧に はぎとり， 約 20 時間 風 乾した 後， 温度 60±2 でで 乾燥し， 恒 量に 達した と 
きの 質量 を 測定す る。 ここで， 試料の 質量 を 対照 材の 質量 を とする。 

17.3.3 補正 試 接 体 試料 及び 対照 材 から 採取した 捕 正 試験 体 を 繊維 方向 を 垂直に して 17 丄 4 の 培養基に 
載せて 温度 26±2で 及び 湿度 70% 以上の 温 湿度 条件 下で 約 60 日間お いた 後， 約 20 時間 風 乾した 後， 温度 
60±2で で 乾燥し， 恒 量に 達した ときの 質量 を 測定す る。 ここで， 試料の 質量 を 对照材 の 質量 を /«b02 
とする。 

17.4 結果の 計算 

17.4.1 乾燥 密度 は， 3.3 によって， 試験 体の 体積と 17丄3 の 試料の 質量 （wj を 用いて 求める。 
17.4.2 質量 減少 率 は， 次の 式に よって 算出し， 小数点 以下 2 位まで 求める。 
(1) 腐朽 操作 試験 体 



ノ bl Wb2 xl00 



ここに 



血 bd 



試料の 腐朽 操作 試験 体の 質量 減少 率 （o/o) 
対照 材の 腐朽 操作 試験 体の 質量 減少 率 （0/0) 



(2) 補正 試験 体 



」/^80= へ 0'— 所 s02 xioo 



Am ス 



bO" 



xlOO 



ここに， 



、oi 

Am^o : 試料の 補正 試験 体の 質量 減少 率 （o/o) 
Am^ ： 対照 材の 補正 試験 体の 質量 減少 率 （o/o) 

(3) 補正 質量 滅少率 補正 質量 減少 率 は， 次の 式に よって 算出し， 小数点 以下 2 位まで 求める C 



、c= ま bd— — 

ここに， zIwm 
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試料の 補正 質量 減少 率 （％) 
対照 材の 補正 質量 減少 率 （o/o) 

試料の 腐朽 操作 試験 体の 質量 減少 率の 平均 （o/o) 

試料の 補正 試験 体の 質量 減少 率の 平均 (%) 
对照材 の 腐朽 操作 試験 体の 質量 減少 率の 平均 （％) 
対照 材の 補正 試験 体の 質量 減少 率の 平均 (%) 



(4) 耐朽比 は， 次の 式に よって 算出し， 小数点 以下 1 位まで 求める。 

R — 屬— ム SC 

D 100- Am^ 
ここに， も： 耐朽比 

17.5 記録 試験 結果と して， 次の 事項 を 記録す る。 

(1) 耐朽比 

(2) 試料 及び 対照 材の 各菌 種別と 補正 試験 体の 質量 減少 率 
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(3) 各 試験 体に ついて， その 菌の 発育 経過， 試験 終了 時の 腐朽 状況な どに ついての 観察 事項 

(4) 樹種 

(5) 平均 年輪 幅 

(6) 乾燥 密度 

18. 着 炎 性 試験 
18.1 試験 体 

18.1.1 試験 体 は， 気 乾材から とり， 辺 長 20±lmm の 二方 まさ （征） の 立方体と し， 各面 をかん な 削りに 
よって 平滑 かつ 正確に 仕上げる。 

18.1.2 試験 体 は， 気 乾 状態の もの を 温度 約 60t: で 2 日間 乾燥し， 更に 温度 100〜105t: で恒 量になる まで 
乾燥した 後， これ を デシ ケ一タ に 入れ， 常温になる まで 放置した もの を 用いる。 
18.2 試験 方法 及び 試験 装置 

18.2.1 この 試験に 使用す る 試験 装置 は， 国 28 に 示す もの を 用いる。 
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図 28 着 炎 性 試験 装置 

単位 mm 




18.2.2 試験 体 は， 木口 面が 上下， まき (m 目 面が 窓に 対して 左右になる ようにして， 図の ように 白金 線 
の 下部に つるす。 

18.2.3 試験 体 は 熱電対の 熱 接点の 位置の 温度 を 350t:， 450t: 及び 55(yC の 3 水準と し， こ の 温度に 調節 し 
てから 装置の 上ぶ た を 静かに 滑らせて 試験 体 を 入れ， 着 炎す るまでの 時間 を 測定す る。 ただし， ？显度 350で 
における 測定の 場合に は， 点火 源と して 火花 間隔 10mm の 感応 コイル を 使用し， 温度 450t: 及ぴ 550で の 
場合に は， 点火 源 を 使用し ない。 

なお， 試験 温度の 偏差 は， ±5で とする。 
18.3 記録 試験 結果と して， 次の 事項 を 記録す る。 

(1) 着 炎 時間 

(2) 加熱 温度 
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(3) 樹種 

(4) 平均 年輪 幅 

(5) 密度 

JISA1453 
JISA5508 
JISG3522 
JIS G 4102 
JIS K 1503 
JIS K 2201 
J1SK6301 
JIS K 8150 
JIS K 8222 
JIS K 8540 
JISK8824 
JISZ8703 



付表 1 引用 規格 

建築 材料 及び 建築 構成 部分の 摩耗 試験 方法 （研摩 紙 法) 
くぎ 

ピアノ 線 

ニッケル クロム 鋼 鋼材 

アセトン 

工業 ガソリン 

加硫 ゴム 物理 試験 方法 

塩ィ匕 ナトリウム （試薬） 

海砂 （試薬） 

酒石酸 ナ ト リ ゥ ムニ 水 和 物 （試薬） 
D(+)- グルコース （試薬） 
試験場 所の 標準 状態 
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